



























































えば,（Ａ氏調査,1-12）は, ｢A氏｣ の ｢調査的説明過程｣ における言葉であり,
それは｢第1回面接｣ の ｢12番目の箱庭制作過程｣ における言動に関する主観
的体験である。（B氏内省,2-4,制作・意図）は, ｢B氏｣ の ｢内省報告｣ に記さ
れた主観的体験であり, ｢第2回面接｣ の ｢4番目の箱庭制作過程｣ における ｢














内界｣ と ｢装置｣ は、交流し、双方向で影響を与えあっていた。それには、１）















Ⅲ．｢装置｣ から ｢内界｣ への影響の詳細と検討
　１）［ミニチュアにより喚起される内的プロセス］の詳細と検討
　（１）－１．［ミニチュアにより喚起される内的プロセス］の詳細






























































































































































































































































































Ⅳ．｢内界｣ から ｢装置｣ への影響の詳細と検討











































































































































































































































































































































































































Ⅴ．｢内界｣ と ｢装置｣ との双方向の影響の詳細と検討
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